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佐渡島棚東縁撓曲

日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書（H26年9月）及び

海底断層ワーキンググループ報告書（H26年8月）から抜粋・加筆

　日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書(H26年9月)では，最大規模の津波想定のために，

同時に破壊すると考えられる長さ約40km以上の断層帯の選定(グルーピング)を行っており，その中で佐渡

島棚東縁撓曲とその北方に分布する断層の同時破壊が選定されている。

【文献による海底断層の連動性評価】
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使用データ：日本重力データベースDVD版（2013）
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佐渡島棚東縁撓曲

　佐渡島棚東縁撓曲は上盤側が概ね高重力異常域に対応しており，北方に分布する断層は

低重力異常域に対応しており，重力異常との対応が異なる。

【重力異常図(ブーゲー異常，傾向面除去)】
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　佐渡島棚東縁撓曲とその北方に分布する断層との間には

連続する活構造は存在せず，両構造の離隔距離は 15km 程度

である。また，平均変位速度についても，両構造では異な

っている。

【海上音波探査結果】

佐渡島棚東縁撓曲周辺の地質構造図
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佐渡島南方断層

佐渡島棚東縁撓曲

日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書（H26年9月）及び

海底断層ワーキンググループ報告書（H26年8月）から抜粋・加筆

　日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書(H26年9月)では，最大規模の津波想定のために，

同時に破壊すると考えられる長さ約40km以上の断層帯の選定(グルーピング)を行っており，その中で佐渡

島棚東縁撓曲とＦ－Ｂ褶曲群，佐渡島棚東縁撓曲と佐渡島南方断層についての同時破壊は選定されていな

い。

【文献による海底断層の連動性評価】
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柏崎刈羽原子力発電所
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佐渡島南方断層

Ｆ-Ｂ褶曲群

　佐渡島棚東縁撓曲の上盤側は高重力異常域に対応しているのに対して，Ｆ－Ｂ褶曲群の

上盤側は低重力異常域に対応しており，重力異常との対応が異なる。

【重力異常図(ブーゲー異常，傾向面除去)】
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【海上音波探査結果】

佐渡島棚東縁撓曲・佐渡島南方断層・Ｆ－Ｂ褶曲群周辺の地質構造図
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　佐渡島棚東縁撓曲は佐渡海盆西縁に，Ｆ－Ｂ褶曲群は大陸棚外縁～佐渡海盆東縁に，

佐渡島南方断層は小木海脚・佐渡堆西縁に位置しており，地形的に連続していない。

　佐渡島棚東縁撓曲を形成する断層が北西傾斜の逆断層であるのに対して，Ｆ－Ｂ褶

曲群を形成する断層及び佐渡島南方断層はそれぞれ南東傾斜及び東傾斜の逆断層であ

り，断層面の傾斜方向が異なる。また，平均変位速度についても，それぞれの構造で

異なっている。

【海上音波探査結果】

佐渡島棚東縁撓曲・佐渡島南方断層・Ｆ－Ｂ褶曲群周辺の地質構造図

8



　佐渡島南方断層は

東あるいは南東傾斜

を示す。

佐渡島棚東縁撓曲に推定される断層は西傾斜を示す。

佐渡島棚東縁撓曲及び佐渡島南方断層周辺の俯瞰図

鉛直断面模式図

　佐渡島棚東縁撓曲に推定される断層と佐渡島南方断層の

断層面はつながらず，地下深部の断層面の形態が異なる。

海域地質構造図及び調査測線位置図

【地下深部構造の推定】

佐渡島棚東縁撓曲を横断する測線で解釈された地下深部の地質構造（佐藤 ,2013）

バランス断面法により推定される佐渡島南方断層の断層面 9
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高田沖褶曲群

F-D褶曲群

F-B褶曲群

日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書（H26年9月）及び

海底断層ワーキンググループ報告書（H26年8月）から抜粋・加筆

　日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書(H26年9月)では，最大規模の津波想定のために，

同時に破壊すると考えられる長さ約40km以上の断層帯の選定(グルーピング)を行っており，その中でＦ－

Ｂ褶曲群とＦ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群についての同時破壊は選定されていない。

【文献による海底断層の連動性評価】
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使用データ：日本重力データベースDVD版（2013）
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柏崎刈羽原子力発電所

30 km

30 km

100 km

Ｆ-Ｂ褶曲群
Ｆ-Ｄ褶曲群

高田沖褶曲群

　Ｆ－Ｂ褶曲群の上盤側，Ｆ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群の上盤側のそれぞれにおいて

低重力異常域との対応がみられるものの，両者の境界付近には相対的な高重力異常域

があり，不連続となっている。

【重力異常図(ブーゲー異常，傾向面除去)】

11



F-B
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佐渡堆
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　Ｆ－Ｂ褶曲群は大陸棚外縁～佐渡海盆東縁に，Ｆ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群は上越海盆東縁に

位置しており，地形的に連続していない。

【海底地形調査結果】

Ｆ－Ｂ褶曲群からＦ－Ｄ褶曲群東部にかけての詳細海底地形図

Ｆ－Ｂ褶曲群からＦ－Ｄ褶曲群東部にかけての海底地形断面図
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【海上音波探査結果】

Ｆ－Ｂ褶曲群・Ｆ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群周辺の地質構造図
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　Ｆ－Ｂ褶曲群とＦ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群との間には連続する活褶曲は存在せず，

両構造の離隔距離は 7km 程度である。また，Ｆ－Ｂ褶曲群は短波長の褶曲が発達してい

るのに対して，Ｆ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群は長波長かつ緩やかな褶曲が発達しており，

褶曲構造の形態が異なる。平均変位速度についても，それぞれの構造で異なっている。

【海上音波探査結果】

Ｆ－Ｂ褶曲群・Ｆ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群周辺の地質構造図
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親不知海脚西縁断層

高田沖褶曲群

F-D褶曲群

佐渡島南方断層

日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書（H26年9月）及び

海底断層ワーキンググループ報告書（H26年8月）から抜粋・加筆

　日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書(H26年9月)では，最大規模の津波想定のために，

同時に破壊すると考えられる長さ約40km以上の断層帯の選定(グルーピング)を行っており，その中でＦ－

Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群と親不知海脚西縁断層の同時破壊は選定されているが，佐渡島南方断層＋Ｆ－Ｄ

褶曲群＋高田沖褶曲群と親不知海脚西縁断層及び魚津断層帯についての同時破壊は選定されていない。

【文献による海底断層の連動性評価】
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魚津断層帯

　Ｆ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群の上盤側は低重力異常域に対応しているのに対して，

親不知海脚西縁断層や魚津断層帯の上盤側は高重力異常域に対応しており，重力異常

との対応が異なる。

【重力異常図(ブーゲー異常，傾向面除去)】
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※この図面は，産業技術総合研究所地質調査総合センターが実施した海上音波探査の記録を，
　東京電力㈱が独自に編集・解釈したものである。
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※この図面は，石油公団が実施した海上音波探査の記録を，東京電力㈱が独自に編集・解釈したものである。

親不知海脚の背斜

親不知海脚北側の背斜 高田沖褶曲群のうち最も北西側の背斜

高田沖褶曲群のうち最も南西方に延びている背斜

：各背斜の延長位置

凡　例

　Ｆ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群と親不知海脚西縁断層との間は地形が

不連続となっている。

　Ｆ－Ｄ褶曲群＋高田沖褶曲群と親不知海脚西縁断層との間には連続

する活褶曲は存在せず，両構造の離隔距離は10km程度である。

【海上音波探査記録】

高田沖褶曲群と親不知海脚西縁断層との位置関係
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・Ｆ－Ｄ褶曲群と佐渡島南方断層については，地質構造が連続しないことなどから両者が連動する可能性は低いものと判断される。ただし，安全評価上，Ｆ－Ｄ褶曲群及び高田沖褶曲群と佐渡島南方断層との
　同時活動についても考慮するものとし，その長さを約 84km と評価する。
・高田沖褶曲群と親不知海脚西縁断層については，これらの離隔が 10km 程度あることと地質構造が連続しないことから両者が連動する可能性は低いものと判断される。ただし，安全評価上，佐渡島南方断層，
　Ｆ－Ｄ褶曲群及び高田沖褶曲群，親不知海脚西縁断層，魚津断層帯の同時活動についても考慮するものとし，その長さを約 156km と評価する。

【耐震安全性評価において考慮する断層】

海域活断層の連動に関する評価
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